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～平成 20 年岩手・宮城内陸地震の災害遺構として～ 

                              
                                                                                                                        一一関関総総合合支支局局土土木木部部 

 
平成 20 年岩手・宮城内陸地震で崩落した国道３４２号祭畤大橋について、県では、橋台２基と秋

田側橋脚１基を残し、全て撤去することとしていましたが、一関市から「橋梁上部工の一部を残せな

いか」という保存の要請を受け、その可能性を検討して来ました。 

検討の結果、河床変動を防止する対策工事などを行うことで、安定した状態で一部存置できること

が判明したことから、結果をもとに一関市と協議し、一部存置した施設を一関市が管理していくこと

とで、橋梁上部工の一部を残すこととしました。 

一関市では、今後、駐車スペースや見学エリア等を整備し、災害遺構として保存していくとのこと

です。 
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市の構想イメージ図 
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推定地震断層 

国国道道 334422 号号祭祭畤畤大大橋橋はは、、岩岩手手・・宮宮城城内内陸陸地地震震にによよりり落落橋橋

とといいうう、、橋橋梁梁被被害害のの中中でで最最もも深深刻刻はは被被害害をを受受けけままししたた。。主主なな

被被害害はは、、秋秋田田側側のの橋橋台台（（AA22 橋橋台台））とと橋橋脚脚（（PP22 橋橋脚脚））のの約約

1111ｍｍのの移移動動、、一一関関側側のの橋橋台台（（AA11 橋橋台台））パパララペペッットトのの破破断断、、

一一関関側側のの橋橋脚脚（（PP11 橋橋脚脚））のの３３分分割割にによよるる崩崩壊壊、、主主桁桁のの破破断断・・

落落下下ななどどでで、、過過去去ににもも類類をを見見なないい落落橋橋のの形形態態ととななりりままししたた。。  

県県でではは、、落落橋橋ししたた祭祭畤畤大大橋橋ににつついいてて、、被被災災メメカカニニズズムムのの解解

明明及及びび復復旧旧にに当当っっててのの技技術術的的配配慮慮事事項項のの抽抽出出をを行行ううたためめ、、学学

識識経経験験者者でで構構成成ししたた「「国国道道 334422 号号祭祭畤畤大大橋橋被被災災状状況況調調査査検検

討討委委員員会会」」（（以以下下「「委委員員会会」」））をを設設置置ししままししたた。。  

委委員員会会でではは、、被被災災状状況況のの詳詳細細調調査査、、測測量量調調査査、、ボボーーリリンンググ

ななどどのの地地質質調調査査、、橋橋梁梁各各部部位位・・部部材材のの耐耐力力検検討討ななどどのの詳詳細細調調

査査をを行行いい、、ささららににそそれれららをを総総合合化化すするるここととにによよりり被被災災メメカカニニ

ズズムムのの推推定定をを行行いいままししたた。。  

ここのの結結果果、、落落橋橋のの原原因因はは、、秋秋田田側側のの橋橋台台（（AA22  橋橋台台））のの地地

盤盤がが約約 1111ｍｍ移移動動ししたたここととにによよりり上上部部工工（（橋橋台台・・橋橋脚脚のの上上にに

載載っってていいるる部部分分））がが押押さされれ、、ここのの移移動動のの力力にによよっってて、、一一関関側側

のの橋橋脚脚（（PP11  橋橋脚脚））頭頭部部がが破破壊壊しし、、支支ええをを失失っってて上上部部工工ががたた

わわみみ、、ささららにに地地盤盤がが上上部部工工をを押押しし続続けけたた結結果果、、主主桁桁をを破破断断しし

てて落落橋橋ししたたととのの結結論論にに至至りりままししたた。。  

  

国道 342 号祭畤大橋被災状況調査検討委員会報告より 

A1 橋台 

P1 橋台 
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・P1橋脚支承の遊間寸法は、サイドブロック跡が上沓の中間位置

にみられるため、両側 55mm 程度と判断。 
・地盤の移動が継続 

・主桁のたわみが進行し、主桁が破断 

・P1橋脚①ブロックが落下し、斜面に衝突、現在の位置に移動 

P1

A1 A2

P2

P2橋脚、A2橋台の移動によ

りたわみが進行し、破断

 

移動移動

 

地山に衝突

A1

A2

P1
P2

1000桁遊間 桁遊間A2,P2,上部工145mm移動

200

200

200

A1 A2

0

ストッパー欠損

当初からの移動量

　

耐力1456KN

耐力3440KN

＋せん断キー(2712KN)
上沓セットボルト(728KN)

 

 

 
 

P1上沓ｽﾄｯﾊﾟｰ
耐力 4860KN

P2上沓ｽﾄｯﾊﾟｰ
耐力 4860KN

A2上沓ｽﾄｯﾊﾟｰ
耐力 1812KN

 

 

摩擦 525KN 摩擦 525KN

※3500(Rd)×0.15
=525KN

・地盤の移動が継続し、A1橋台の上沓ストッパーが欠損 

・A1橋台主桁端部遊間がゼロになる 

・主桁の移動による変位が支承を介して P1 橋脚頭部に伝わる 

P1

A1 A2

P2

①

②

③

衝突

桁落下
移動移動

6.5m

・地盤の移動が継続 

・P1橋脚②ブロックの天端に主桁が衝突 

・主桁の衝突痕から幾何学的に、P2橋脚、A2橋台の位置 
および主桁の形状を推定(P2橋脚は移動の途中) 

A1

A2

P1
P2

0
0桁遊間

桁遊間
STEP2から100mm移動

200

300

A1 A2

0

当初からの移動量

　

ストッパー欠損
耐力1812KN

耐力4160KN

＋せん断キー(3432KN)
上沓セットボルト(728KN)

P1上沓ｽﾄｯﾊﾟｰ
耐力 4860KN

橋脚①ブロック破壊し始め
耐力 936KN

P2上沓ｽﾄｯﾊﾟｰ
耐力 4860KN

A2パラペット
耐力 1978KN

  
 

A1パラペット
耐力 1936KN

橋脚②ブロック
耐力 3746KN

  

・地盤の移動が継続し、P1橋脚頭部の変位が大きくなり、P1橋脚の

最小耐力の①ブロック部で破壊し始める 

・A2橋台上沓ストッパー欠損 

・主桁は A1 橋台パラペットを押す 

P1

A1 A2

P2

①

②

③

引きずり込み

ひびわれ②発生

移動移動

・地盤の移動が継続 

・主桁は破断箇所を中心に引きずり込まれるように落下 

・主桁の衝突によるP1橋脚②ブロックの破壊、A2橋台側へ転倒 

・P2橋脚にひび割れ②発生 

・地盤の移動、P1橋脚①ブロックの破壊が進み、P1橋脚天端が主桁

に接触 

・主桁はA1橋台パラペットを破断し、押し込む 

 

P1②ブロック
倒壊

P1

A1 A2

P2

桁落下

① ③

②

衝突 引きずり込み

・主桁の引きずり込まれるような落下によりA1橋台側の桁端が落下

し、斜面に衝突し変形 

・A1橋台桁端部が地山に衝突 

・地盤の移動の継続は不明 

　

 

 

 
 

  
 

 

P1

A1 A2

P2

2900mm

移動
たわみ量420mm

 

A1パラペット破断
耐力 1936KN

上部工耐力 117900KN

①ブロック

移動

  

移動

主桁接触①
痕跡A

コンクリート欠損①

痕跡B

650

350

670

・地盤の移動、P1橋脚①ブロックの破壊が進み、P1橋脚天端が上沓

に接触 

・主桁は P1 橋脚の支えを失い、地盤が移動を継続しているため、

主桁に下にたわむ方向に力が伝わった 

P1

A1 A2

P2

4000mm

移動

たわみ量1020mm

①ブロック

上部工耐力 117900KN

P2橋脚最小耐力
936KN

移動

P2上沓ｽﾄｯﾊﾟｰ
耐力 4860KN

移動

P1

③

②

①

A1
A2

P2

折れ曲り

移動距離

10.8m

移動距離

11.2m

桁落下

衝突

引きずり込み

・主桁の引きずり込みにより、A2橋台桁端落下 

・主桁の落下による主桁折れ曲り 
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